
授業をはじめとする教育活動の改善に役立つツールとして、ＴＰチャートが評判です。
編集部では個々の先生方がご自身の活動を振り返り、これからにつなげていくプロセスが、
組織全体の改革にも必要と考え、ワークショップを取材、学校改革への道筋を探りました。

　

Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
は
、教
育
活
動
の
俯
瞰
と

振
り
返
り
を
通
し
て
、自
身
の
教
育
の
あ

り
方
を
改
善
し
て
い
く
ツ
ー
ル
だ
。

　

ま
ず
作
成
段
階
で
、普
段
の
活
動
で
ど

ん
な
「
教
育
方
法
」を
と
っ
て
い
る
か
を
書

き
出
し
、そ
こ
か
ら
自
分
の「
方
針
」を
見

出
し
、「
理
念
」を
可
視
化
す
る
。

　

次
い
で
そ
れ
を
見
直
し
、「
理
念
」「
方
針
」

「
教
育
方
法
」の
対
応
を
確
認
し
ミ
ス
マ
ッ

チ
や
過
不
足
が
な
い
か
考
え
、そ
れ
ぞ
れ
の

結
び
つ
き
を
自
分
で
よ
り
強
固
に
す
る
。

　

こ
の
２
段
階
を
通
し
て
、自
分
は
教
育

で
何
を
目
指
し
、そ
の
た
め
に
何
に
取
り

組
み
た
い
か
を
明
確
に
し
て
い
く
の
だ
。

　

も
と
も
と
こ
の
ツ
ー
ル
は
、テ
ィ
ー
チ
ン

グ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
Ｔ
Ｐ
）と
い
う
、教

育
活
動
と
そ
の
根
拠
資
料
を
ま
と
め
た
フ

ァ
イ
ル（
38
ペ
ー
ジ
コ
ラ
ム
参
照
）の
作
成
に

興
味
の
あ
る
人
向
け
に
開
発
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
東
京
大
学
の
栗
田
佳
代
子
先
生

が
、Ｔ
Ｐ
作
成
を
簡
略
的
に
体
験
で
き
る

ツ
ー
ル
と
し
て
考
案
、同
大
の
吉
田 

塁
先

生
と
共
に
、そ
の
形
式
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
さ
せ
て
き
た
。

　

そ
の
Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
を
、勉
強
会
で
体
験

し
た
高
校
の
先
生
た
ち
が
、単
体
で
も
教

育
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
実
感
し
、注
目

す
る
よ
う
に
な
る
。
都
立
国
立
高
校
の
大

野
智
久
先
生
は
、い
ち
早
く
Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト

を
体
感
し
、栗
田
先
生
た
ち
と
共
著
で
作

成
方
法
を
紹
介
す
る
本
も
出
し
た
先
生

だ
。そ
の
魅
力
を
こ
の
よ
う
に
語
る
。

 

「
他
人
か
ら
理
念
や
方
法
を
押
し
付
け
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、自
分
の
中
に
あ
る
も

の
を
整
理
す
る
こ
と
で
、や
る
べ
き
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
き
て
、身
の
丈
に
あ
っ
た
教

育
改
善
を
し
て
い
け
る
の
で
す
」

　

見
込
め
る
効
果
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

 

「
先
生
同
士
で
Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
を
シ
ェ
ア
す

れ
ば
、『
こ
の
先
生
は
こ
の
理
念
の
基
に
こ

う
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
た
の
か
』と
お
互

い
の
価
値
観
や
実
践
を
理
解
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
教
育
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
き
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機

能
し
ま
す
」（
栗
田
先
生
）

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、学
校
改
革
の
議
論
を

す
る
う
え
で
も
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

教師のための
「なりたい教師」になれる本！

作成と見直しの2段階で、
自分の想いや実践を整理する

学校の先生の実例を交えながら、ＴＰチャート
の作成の仕方を紹介。ＴＰチャートを使った研
修会・勉強会のやり方も解説されている。

栗田佳代子/吉田 塁/大野智久 編著

取材・文／松井大助　撮影／西山俊哉

方
法
・
方
針
・
理
念
の
可
視
化
で

自
分
は
何
を
目
指
す
か
が
明
確
に

■ TPチャートとは？

作成 見直し

可視化

可視化 見直し

見直し

理念 理念

方針 方針

教育方法 教育方法
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こ
の
Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
を
学
校
改
革
に
お
い

て
も
活
用
で
き
な
い
か
探
ろ
う
と
、東
京

大
学
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、編

集
部
も
先
生
方
に
混
じ
っ
て
参
加
し
た
。

　

や
っ
て
み
る
と
実
感
す
る
の
は
、「
教
育

方
法
」「
方
針
」「
理
念
」と
自
分
の
中
に
あ

る
も
の
を
可
視
化
し
た
だ
け
の
は
ず
が
、

そ
れ
を
見
直
す
と
、ま
だ
言
語
化
で
き
て

い
な
か
っ
た
想
い
や
、自
分
に
不
足
し
て
い

た
部
分
が
お
の
ず
と
見
え
て
く
る
こ
と
だ
。

先
に
具
体
的
な
行
動
を
列
挙
し
、そ
れ
を

基
に
概
念
を
ま
と
め
る
流
れ
な
の
で
、抽

象
的
な
こ
と
を
い
き
な
り
問
わ
れ
て
言
葉

に
詰
ま
る
こ
と
も
な
い
。
ワ
ー
ク
が
進
む
ほ

ど
、皆
が
作
業
に
没
頭
し
て
い
っ
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、都
立
青
梅
総
合
高
校

の
秋
庭
慎
吾
先
生
は
「
い
ろ
い
ろ
な
授
業

改
善
は
し
て
い
る
が
、な
ぜ
そ
れ
を
す
る
の

か
自
分
の
想
い
が
ぼ
や
け
て
い
る
」と
感
じ

て
こ
の
ワ
ー
ク
を
受
け
た
と
い
う
。

 

「
生
徒
に
ど
う
な
っ
て
ほ
し
い
の
か
、そ
の

た
め
に
何
を
し
た
い
の
か
、頭
の
中
を
整
理

で
き
ま
し
た
。
職
場
で
も
や
っ
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
ね
。
例
え
ば
教
育
の
方
法
論
を

議
論
す
る
と
、あ
る
先
生
の
授
業
改
善
の

や
り
方
を
、否
定
的
に
み
る
先
生
も
出
て

き
ま
す
。
で
す
が
、個
々
の
先
生
が
な
ぜ
そ

の
方
法
を
用
い
る
の
か
、想
い
か
ら
共
有
す

れ
ば
、両
者
の
あ
い
だ
の
ギ
ャッ
プ
が
埋
ま
っ

て
よ
り
建
設
的
な
話
し
合
い
が
で
き
る
よ

う
に
思
う
の
で
す
」

な
ぜ
そ
の
方
法
を
用
い
る
の
か

想
い
の
共
有
で
建
設
的
な
議
論
に

ＴＰチャート作成の流れ
栗田先生と吉田先生はＴＰチャート作成ワークショップを随時開催しています。

ここでは３時間半に及ぶそのワークの全体の流れをご紹介します。

TPチャートの作成（２時間）1

① 全体説明

②「作成目的」や「責任（教育活動）」の記述

TPチャートの概要
説明。

シートに作成目的（授業改善、気づきを得たいなど）
を書き、責任（直近１年の教育活動、例えば○○の
授業、進路指導など）を付箋に書いて貼る。

⑥「方法」の振り返り
教育活動で重視している行い（発言機会を作る、
毎回小テストなど）を付箋に書く。「考え」ではなく「行
い」を書く。

⑪「エビデンス（根拠）」の検討
付箋に書いたことの根拠資料を考え、小さな付箋を
加える。「改善・努力」なら勉強会チラシ、「成果・評
価」なら同僚コメント、「方法」なら配布資料など。エ
ビデンスを残す習慣をつけるために。

⑦「方針」の可視化
書き出した「方法」をなぜ用いているのかグルーピン
グしながら理由（方針）を考える（その方法で生徒に
どう成長してほしいのかなど）。

⑫ シェア３回目
根拠資料が浮かばない付箋についてエビデンスと
なるものを交互に考える。

⑧「理念」の可視化
書き出した「方針」をグルーピングし、なぜそうした方
針を取っているか考え、「理念」を見出す。その理念
をもつに至ったエピソード（影響をうけた人物や物
事）をリンゴ型の付箋に書き出し、そこから新たな理
念が見つかれば追加する。

⑬「目標」の作成
短期目標として、「方法」「改善・努力」「成果・評価」
に取り入れたいことを青色の付箋に書き出す。全体
を見渡し、今後達成したいと考える長期目標を考え、
シートの「目標」のところに書き出す。

③「改善・努力」の記述
教育活動における改善（言語活動の充実など）とそ
のための努力（AL勉強会に参加など）を付箋に書
いて貼る。

⑨「理念」と「方法」「方針」の対応づけ
「理念」「方針」「方法」が対応づいているか確認し、
付箋を整理する。

⑭ 感想の記述
TPチャート作成を振り返り、シート欄の「感想」に記
入する

④「成果・評価」の記述
教育活動による生徒の成果と、生徒や第三者から
の評価を付箋に書き出す。

⑤ シェア１回目
自己紹介して責任（教育活動）や改善・努力、成果・
評価を交互に説明する。

⑩ シェア2回目
自分の「理念」と、その理念を具現化した「方針・方
法」を交互に説明する。

⑮ シェア4回目
「目標」と「感想」をシェアする。

⑯ 全体シェア

■ピアレビューの注意点
【話し手】は専門用語を極力使わず相手にわか
るように説明する。
【聴き手】はまずは聴くことに徹し、相手を受け
入れる。相手の振り返りを深めることを目的に
したフィードバック（反応・質問など）をする。
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仮
に「
生
き
る
力
の
育
成
を
」「
そ
れ
よ

り
受
験
指
導
を
」と
い
う
反
目
が
あ
っ
た
と

す
る
。
そ
の
際
も
「
受
験
指
導
を
な
ぜ
重

視
し
た
い
か
掘
り
下
げ
れ
ば
、『
粘
り
強
く

取
り
組
む
力
を
育
み
た
い
』、進
学
先
で

『
視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
』な
ど
、共
有
で

き
る
理
念
が
見
出
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
吉
田
先
生
。
そ
う
な
れ
ば
あ
と
は
、

「
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
最
適
な
方

法
や
役
割
分
担
を
一
緒
に
考
え
ら
れ
ま
す
」

TPチャートの見直し（１時間半）2作成後のアクション3

① 全体説明
TPチャートを見直
す意義の説明。

⑤「理念」と「方針」の対応づけ（個人ワーク）
理念に対して方針が足りているか、方針に対して理
念が足りているか、見直しを促す質問を使って自問
自答する。
・その方針で理念を実現できる？
・その方針と理念はどう関係している？

●「理念」「方針」に沿う教育活動の検討
見出した「理念」や「方針」を実現するための教育
活動――例えば具体的な授業改善案、生徒指導
や進路指導のあり方――などを、個人および教員
同士で検討する。

●「理念」「方針」に沿う教育方法の習得
自分の「理念」「方針」に合致する効果的な教育方
法がないかアンテナを張り、アクティブラーニング、
反転授業、エンカウンターなど必要な方法論を学ぶ。

● TPチャートの定期的な更新
１年ごとなど定期的にチャートを更新し、自分の教育
活動の振り返りや改善に活用。また、管理職や主
任になるなど、立場が変わったときも更新し、この先
の自分の軸を見定めることに活用する。

②「理念」のチェック（個人ワーク）
付箋の「理念」が本当に理念か、より具体的な理念
に落とし込めないか、見直しを促す質問を使って自
問自答する。
・なぜその理念が大事？
・理念の〇〇とはあなたにとって何？
・理念の〇〇と△△はどんな関係？

⑥「理念」と「方針」の対応づけ（ピアレビュー）
見直しを促す質問を参考にしながら、ペアでお互い
の理念を確認し合う。

③「理念」のチェック（ピアレビュー）
見直しを促す質問を参考にしながら、ペアでお互い
の理念を確認し合う。

④ 疑問・コメントの共有
疑問点や迷ったことなどを受け付け、やってみて感じ
たことも全体で共有する。

⑦ 疑問・コメントの共有
疑問点や感想を全体で共有する。

■ TPチャート作成例

■ピアレビューの注意点
・相手の理念を見出すことを最優先
・相手の理念を尊重して、否定しない、指導し
　ない
・問いかけは建設的に行い、相手の気づきを
　促すことを心掛ける

TPチャートは作成することがゴールではなく、それを
基に中長期的に次のようなことに取り組んでこそ意
味がある。

これは栗田先生のTPチャート。自分が何のために何に取り組んできたのか、今後はどんなことを取り入れたいの
かがクリアになり、教員同士でも、何を目指してどんな実践をしているのかを伝え合いやすくなる。

個人として、組織として　学校改革にどう取り組む？
教育活動を振り返る
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Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
個
人
・
組
織
で
ど
う
活
か
す
？

Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、実
際
に
学
校
改
革
や
組
織
運
営
の
た
め
の

活
用
を
視
野
に
入
れ
た
先
生
方
の
参
加
も
。そ
の
構
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

教師として何を目指したいか
自分の中にある答えを定めてから
校是と対比して組織的な活動へ

相互理解を進めてチームづくり
他の研修との組み合わせで
理念に基づく改革を推し進める

大阪高校（大阪・私立）
第3学年主任　

北村恭崇先生

広島城北中・高校（広島・私立）
教頭　

中川耕治先生

ティーチング・ポートフォリオとは？

　

Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
の
由
来
で
あ
る
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
Ｔ

Ｐ
）は
、大
学
の「
教
育
改
善
」と「
教

育
活
動
の
可
視
化
」を
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
生
ま
れ
た
。
先
生
一
人

ひ
と
り
が
作
成
す
る
記
録
集
で
、自

身
の
教
育
活
動
を
Ａ
４
用
紙
８
〜

10
枚
ほ
ど
に
ま
と
め
た
本
文
と
、そ

の
活
動
の
根
拠
資
料（
エ
ビ
デ
ン
ス
）

か
ら
な
る
フ
ァ
イ
ル
だ
。Ｔ
Ｐ
を
作
成

す
れ
ば
、そ
の
先
生
が
何
を
目
指
し

て
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
、本

人
も
周
囲
も
把
握
し
や
す
く
な
る
。

結
果
、そ
の
活
動
の
改
善
案
の
検
討

や
、教
育
業
績
の
多
角
的
な
評
価
を

し
や
す
く
な
る
の
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、社

会
の
要
請
が
あ
る
。
大
学
の
先
生
は

「
研
究
」だ
け
で
な
く
「
教
育
」も
き

ち
ん
と
し
て
ほ
し
い
、と
い
う
要
望

だ
。
ま
た
、大
学
の
教
職
員
が
望
ん

だ
側
面
も
あ
る
。教
育
業
績
が
問
わ

れ
る
な
ら
、授
業
数
な
ど
の「
量
」だ

け
で
な
く
、学
生
が
狙
い
ど
お
り
成

長
し
た
か
な
ど
の
「
質
」も
評
価
し

て
ほ
し
い
、と
。
欧
米
で
は
主
に
教

育
業
績
評
価
の
資
料
と
し
て
使
わ

れ
、日
本
で
は
教
育
活
動
を
把
握
し

て
改
善
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
普
及
。

大
学
だ
け
で
な
く
高
校
で
も
Ｔ
Ｐ

を
作
成
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
た
。

　

作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、メ
ン
タ

ー（
助
言
者
）と
な
る
相
手
と
対
話

を
重
ね
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
Ｔ

Ｐ
を
仕
上
げ
て
い
く
。
海
外
で
は
３

泊
４
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、栗
田

先
生
た
ち
が
事
前
学
習
な
ど
で
短

縮
さ
せ
た
日
本
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
も
、２
泊
３
日
か
け
て
取
り
組
む
。

そ
こ
で
教
育
活
動
を
き
ち
ん
と
振

り
返
る
に
は
、経
験
の
あ
る
メ
ン
タ
ー

や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
が

欠
か
せ
ず
、先
生
同
士
の
自
主
的
な

研
修
や
勉
強
会
で
、Ｔ
Ｐ
作
成
ま
で

行
う
の
は
難
し
い
。

　

Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
の
効
果
を
実
感
し

た
方
は
、さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
の
作
成
ま
で

取
り
組
む
と
、よ
り
深
く
活
動
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
、教
育
改
善
を

推
し
進
め
て
い
け
る
は
ず
だ
。

　生徒支援センター長というミドルリーダーとして
の立場となり、組織のことも考える必要が出てくる
なか、TPチャートに興味を持ちました。学校の変革
を推進していくには、進むべき方向を明確にして、
先生方にもそれを踏まえて動いてもらうことが必
要です。ただ、こちらから理念や方法を押し付ける
だけになれば、やらされているだけになり上手くは
いきません。今日のワークにもありましたが、何を目
指したいのかは本質的に先生方それぞれ「自分
の中に答えがある」と考えています。それを前提に、
学校をより良くしていきたいと思っています。だから
こそTPチャートで、若手もベテランも自分の活動
を見つめ直すことに意味があると感じています。
　まずはTPチャートを作成して、おのおのが自分
の理念を見出し、日頃の方針や実践とのつながり
も確認する。そのうえで、自分の理念と、学校の理
念や校是と比較して、共通点やズレを明確にする。
そういった研修ができれば、組織として「この方向
で行きましょう」と確認しやすくなるのではないかと
考えています。

　分掌の仕事や生徒との関係で日ごろ大切にし
ていること、授業で工夫していることなどについて
職員室でじっくり語り合う機会はあまりありません。
ＴＰチャート作成のペアワークでそこをシェアすると
新たな気づきが得られることを実感し、職場での
チーム作りにも有効だと考え、校内でも行いました。
　懸念もありました。チャートを書けず嫌な思いを
する先生がいないかと。ですが手順を踏むと、全員
が理念を可視化でき、共通点も見出せたのです。
また、「より以上」を目指すための傾聴・承認・質問
が活発にできるようになりました。
　今年度は、ＴＰチャートを作成するだけで満足せ
ず、着実に改革を進めていくことができるよう、ほ
かの研修との組みあわせを予定しています。見出
した理念を基に授業改善案を練る研修、全教員
が公開授業を行い、その前後に授業デザインに
ついてフィードバックし合う研修などです。ＴＰチャー
トは、いろいろな教員研修を「意味あるものにつな
いでいく」起点になるものだと考えています。
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東京大学
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准教授　

栗田佳代子先生

東京大学
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吉田 塁先生

　

学
校
改
革
に
Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
を
活
用
す

る
な
ら
ど
ん
な
校
内
研
修
が
考
え
ら
れ
る

か
、栗
田
先
生
と
吉
田
先
生
に
も
伺
っ
た
。

案
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、図
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
実
施
す
る
際
は
、

で
き
れ
ば
管
理
職
の
先
生
に
も
事
前
に
Ｔ

Ｐ
チ
ャ
ー
ト
を
体
感
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。

 

「
学
校
改
革
を
す
る
に
は
、現
場
の
想
い

を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
で
、そ
れ
抜
き

に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
方
針
を
打
ち
出
し
て

も
形
骸
化
し
ま
す
。で
す
の
で
私
た
ち
は
、

Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
で
個
々
の
理
念
を
ク
リ
ア
に

し
、学
校
理
念
と
の
整
合
性
も
取
り
な
が

ら
方
針
を
固
め
た
ほ
う
が
、改
革
は
進
む

と
思
っ
て
い
ま
す
。管
理
職
の
方
に
も
ま
ず

は
ご
自
身
の
Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
の
作
成
で

『
個
々
の
理
念
を
定
め
て
積
み
上
げ
る
』意

個
々
の
理
念
に
基
づ
く

課
題
意
識
か
ら
学
校
改
革
を

義
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
、学
校
改
革
に

Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
を
十
二
分
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
う
の
で
す
」（
栗
田
先
生
）

 

「
個
々
の
理
念
と
学
校
理
念
の
整
合
性

を
取
っ
て
い
く
や
り
方
は
、２
つ
考
え
ら
れ

ま
す
。一
つ
は
先
生
方
が
見
出
し
た
理
念
か

ら
新
し
い
学
校
理
念
を
作
る
こ
と
。
３
〜

４
人
の
理
念
検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
チ
ー
ム
を
中
心
に
理
念
を
ま
と
め
る

の
が
現
実
的
で
す
。
も
う
一つ
は
、今
あ
る

学
校
理
念
を
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
自
分
に

引
き
つ
け
た
う
え
で
共
有
す
る
こ
と
。Ｔ
Ｐ

チ
ャ
ー
ト
の
作
成
・
見
直
し
の
あ
と
で
、各

自
の
理
念
と
学
校
理
念
に
ど
う
い
う
関
係

性
が
あ
る
か
考
え
る
ワ
ー
ク
を
入
れ
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
」（
吉
田
先
生
）

　

合
計
５
時
間
前
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

全
体
研
修
に
は
す
ぐ
導
入
で
き
な
い
学
校

も
あ
り
そ
う
だ
。
そ
の
際
は
任
意
の
勉
強

会
か
ら
で
も
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
例
え

ば
都
立
国
立
高
校
の
大
野
先
生
は
、校
内

で
任
意
参
加
の
公
開
研
修
と
し
て
、Ｔ
Ｐ

チ
ャ
ー
ト
作
成
と
授
業
改
善
の
ワ
ー
ク
を

企
画
。
校
内
の
希
望
者
の
ほ
か
に
校
外
の

参
加
者
も
集
め
て
、数
十
名
で
行
っ
た
。

　

仮
に
改
善
の
必
要
性
を
あ
ま
り
感
じ
て

い
な
い
先
生
も
誘
う
な
ら
、「
Ｔ
Ｐ
チ
ャ
ー
ト

で
自
分
の
活
動
を
可
視
化
す
る
と
、他
の

先
生
と
も
共
有
し
や
す
く
な
る
」と
い
う

良
さ
を
伝
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 

「
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
そ
う
し
た
先
生

で
も
作
成
す
る
と
、自
分
の
理
念
実
現
の

た
め
に
欠
け
て
い
た
部
分
が
可
視
化
さ
れ
、

新
た
な
課
題
や
改
善
点
を
ご
自
身
で
見

出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
」（
栗
田
先
生
）

　

理
念
を
明
確
に
し
て
軸
が
定
ま
る
と
、

自
分
や
学
校
の
課
題
が
見
え
て
く
る
。
そ

の
課
題
を
ど
う
す
る
か
、皆
で
考
え
た
と

き
、そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
に
と
っ
て
の
自
分
事

の
学
校
改
革
が
始
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

自分の理念や方針を実現する
ための教育方法などを学びた
い人に向けて、栗田先生たち
は授業のつくり方に関するオ
ンライン講座によるプログラム
の提供も行っている。
https ://www.utokyofd .
com/

専門は高等教育、ファカルティ・ディベロップメント
（教員の教育力向上のための組織的・継続的な取
り組み）。教育関係者向けのプログラムや研修の
開発・実施、オンライン講座「インタラクティブティー
チング」の提供、TPの普及支援などを行う。

専門は教育工学、ファカルティ・ディベロップメント
（教員の教育力向上のための組織的・継続的な取
り組み）。教育関係者向けの研修やワークショップ
の設計・実施、学内・学外におけるアクティブラー
ニングの普及支援、TPの普及支援などを行う。

TPチャート作成ワークショップ
のための提示用・配布用資料
は、栗田先生のサイトからダウ
ンロードできる。最新のワーク
ショップの開催情報もこちらか
ら。直近では6/10に開催予
定。
https://kayokokurita.info/

■ 学校改革に向けたTPチャート活用プログラム案

学校理念をみんなで
新たにまとめる

CASE１
学校理念と個々の
理念をリンクさせる

CASE2
有志の活動の輪を
校内に広げていく

CASE3

３～４人の方針検討チ
ーム創設、TPチャート作
成を全教員参加の校
内研修として企画

学校理念の検討
（数日～数週間）
TPチャートで定まった各
教員の理念を、検討チ
ームが集約しうたうえ
で、学校理念のたたき
台を作成。各教員に提
示して合意形成を図
り、新たな学校理念を
形づくる。

理念の対比ワーク
（2～3時間）
学校理念と個々の理
念の関係性をペアやグ
ループのワークで検
討。各教員が学校理念
を自分に引き付けて腹
落ちできるようにし、そ
の理念の基に教育活
動を行えるようにする。

教育活動改善ワーク
（2～3時間×数回）
TPチャートで見出した
理念や方針に基づく授
業案や生徒指導案を、
ペアやグループのワー
クで検討。その実践で
手応えを得た先生が次
回は他の同僚も巻き込
み、輪を広げる。

TPチャート作成ワーク（2時間）

TPチャート見直しワーク（1時間半）

作成経験のある管理職
と先生が、TPチャート作
成を全教員参加の校
内研修として企画

作成経験のある先生が
校内・校外の教育関係
者に呼びかけTPチャー
ト作成の勉強会を企画

個人として、組織として　学校改革にどう取り組む？
教育活動を振り返る
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